慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名において

Allah and Me / Little Talk5 
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アッラーにしたがうこと
テストの時間中でした。マナールは頭をかいたり、指をはじいたりしましたが、問題の一つの答えが、まだ思い出せません。それでマナールは、右前の席に座っているイブラーヒームを見ました。
イブラーヒームはすでに答えを書き終わっていて、答えが正しいのは確かでした。
イブラーヒームはクラスで一番成績の良い生徒でした。マナールがするべきことは、イブラーヒームの方にちょっと席を近づけて、イブラーヒームの回答用紙をちょっと見ればよいだけでした。
マナールはイスをモゾモゾと休むことなく動かしました。
そして、彼の心の中の声がカンニングしないようにと、彼に言いました。

彼は、またこっそりのぞき見をしようとしました。
しかしあの声がまだ聞こえてきて、悪い気分になりました。
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マナールは、これはアッラーの天使の一人の声で、カンニングしないようにと、彼に言っているのだと、わかりました。　彼はカンニングしないことに決めました。
彼はアッラーが喜（よろこ）ばれないのを知っていました。
マナールはイブラーヒームの回答用紙を見ない代わりに、心に浮かんで来たことを書きました。
彼がそうした時、それはまるでアッラーが正しい答えを思い出すのを助けてくれたようで、答えが合っているように思えました。　マナールはとてもハッピーでした。
なぜなら、彼はアッラーの言うことに聞き、従ったからです。
たとえ彼が正しい答えを書くことができなかったとしても、正しいことをしたのです。
それは正しい答えを書くことよりも、その方がより大切なことでした。
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クルアーンから
◇【善いことを行う者には、それと同じようなものを１０倍にして頂ける。だが悪いことを行なう者には、それと等しい応報（おうほう）だけで、かれらは不当（ふとう）に扱われることはないであろう】
（６．家畜（かちく）章：１６０節）
ハディースから
· アブー・ウマーマ(ラディアッラーフ　アンフ)が伝えた。

かつてある男が、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）に尋ねました。
「イーマーン（信仰）とは何ですか」　彼は答えられました。「あなたの善行があなたを幸せにし、あなたの悪行があなたを悲しませた時、あなたにはイーマーン（信仰）があります」。（アハマドより）
カンニングすることについて、話し合ってみよう！


１．どうしてマナールはカンニングすることをためらった（やめた）と思いますか？








２．もしマナールがカンニングをしたとしたら、彼はどう感じると思いますか？








３．もしマナールがカンニングしたら、あなたはどう思いますか？

















アッラーとあなたについて話してみよう！


１．あなたは、マナールは正しかったと思いますか？　どうして彼はカンニングしなかったのでしょう？








２．あなたはアッラーがマナールのことをよろこんでくれたと思いますか？どうしてですか？








３．あなたは今までに、悪いことをしているあなたを止めてくれる天使の声を聞いたことがありますか？　聞いたことの通りにしましたか？
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